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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻

弄
さ
れ
た
四
年
が
経
過
し
、
新

た
な
日
常
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
に

あ
っ
て
こ
れ
か
ら
の
文
化
の
在

り
方
に
つ
い
て
荻
本
貞
臣
氏

（
公
益
財
団
法
人
調
布
市
文
化
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団
理
事

長
）
と
大
内
輝
雄
（
調
布
市
文

化
協
会
会
長
）
と
の
対
談
を
企

画
し
ま
し
た
。

　
大
内
　
ご
経
歴
を
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

　
荻
本
　
現
在
の
国
領
町
に
生

ま
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
直
前
に
現
在
の
調

布
市
立
第
一
小
学
校
に
入
学
し

ま
し
た
。

　
戦
中
に
長
野
県
松
本
・
大
町

市
で
の
学
童
疎
開
を
体
験
、
都

合
五
回
の
転
校
を
経
て
現
在
の

調
布
市
立
第
二
小
学
校
を
卒
業

し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
代
、
父
親
は
家
長
と

し
て
威
厳
が
あ
り
ま
し
た
。「
人

の
た
め
に
働
け
」
と
い
う
教
え

が
今
に
生
き
て
い
ま
す
。

　
大
内
　
戦
前
の
調
布
の
生
活

の
様
子
は
ど
の
よ
う
で
し
た

か
。

　
荻
本
　
江
戸
時
代
、
甲
州
街

道
の
野
川
か
ら
飛
田
給
の
間
に

五
つ
の
宿
（
上
・
下
石
原
、
上
・

下
布
田
、
国
領
）
が
あ
り
、
運

搬
さ
れ
る
荷
物
の
中
継
ぎ
を
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
信
州
の

高
遠
藩
の
御
用
を
承
り
「
高
遠

藩
御
用
」
の
藩
印
が
我
家
に
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
辺
り
は
農
業
だ
け
で
は
生

活
が
厳
し
い
の
で
養
蚕
な
ど
様
々

な
副
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
秋
の
祭
礼
は
勿
論
日
常
生
活

も
五
つ
の
宿
単
位
で
し
た
。
更

に
宿
の
中
の
七
軒
で
「
組
合
」

を
作
り
、
冠
婚
葬
祭
で
は
も
て

な
し
の
料
理
の
調
整
、
墓
地
の

準
備
等
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

協
力
体
制
が
整
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
内
　
今
の
調
布
は
撮
影
所

や
大
学
、
研
究
所
が
も
た
ら
し

た
新
し
い
文
化
に
象
徴
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
ま

す
か
。

　
荻
本
　
昭
和
八
年
に
多
摩
川

撮
影
所
が
建
設
さ
れ
た
の
を
始

ま
り
と
し
て
、
昭
和
三
十
年
代

の
日
本
映
画
全
盛
期
か
ら
現
在

に
い
た
る
ま
で
、
調
布
に
は
た

く
さ
ん
の
映
画
・
映
像
関
連
企

業
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
映
画

を
作
る
人
た
ち
や
そ
の
家
族
が

住
む
ま
ち
と
し
て
調
布
が
発
展

し
て
き
た
の
で
す
。
私
ど
も
の

財
団
で
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史

を
知
ら
な
い
市
民
に
も
『
映
画

を
作
る
人
た
ち
』
に
注
目
し
て

も
ら
い
た
い
と
「
映
画
の
ま
ち

調
布
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
音
楽
に
つ
い
て
も
、

世
界
的
に
活
躍
す
る
音
楽
家
を

輩
出
す
る
桐
朋
学
園
大
学
が
あ

り
ま
す
。「
調
布
国
際
音
楽
祭
」

は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
調
布

出
身
、
こ
れ
か
ら
世
界
に
羽
ば

た
く
若
き
音
楽
学
生
た
ち
も
多

く
参
加
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
調

布
の
新
し
い
文
化
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
文
化
の

土
壌
が
あ
る
調
布
市
で
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
芸
術
・
文
化
に
触

れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
「
市

民
文
化
祭
」
も
、こ
れ
か
ら
も
っ

と
活
用
し
て
い
く
大
切
な
文
化

資
源
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
内
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
コ
ロ

ナ
も
収
束
の
様
子
が
見
え
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
調
布
の
文
化
へ

の
思
い
、
新
し
い
文
化
と
深
大

寺
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
や

歴
史
と
の
調
和
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
荻
本
　
私
ど
も
財
団
は
、
市

内
で
芸
術
・
文
化
活
動
を
実
施

し
て
い
る
市
民
や
団
体
の
皆
様	

の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
深

大
寺
な
ど
数
々
の
歴
史
的
な
地

域
資
源
と
融
合
を
図
り
つ
つ
文

化
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
じ
く
商
工
会
や
商

店
街
、
地
域
な
ど
で
新
た
な
活

動
を
し
て
い
る
市
民
や
団
体
と

も
協
調
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
地
域
と
の
繋
が

り
は
非
常
に
大
事
な
点
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
財

団
だ
け
で
は
出
来
な
い
こ
と
も

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
や
課
題
の
解
決
に
結

び
つ
く
こ
と
が
で
き
、
色
々
な

方
々
と
協
力
し
て
事
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
内
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
文
化
協
会
と
し
て
調

布
市
文
化
の
発
展
の
た
め
努
力

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（左）調布市文化協会会長
　　　　		大　内　輝　雄

（右）（公財）調布市
文化・コミュニティ振興財団理事長

荻　本　貞　臣
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席
状
況
を
報
告
、
議
長
よ
り
書
記
に
峯
岸
誠

理
事
が
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　　
第
一
号
議
案
の
「
二
〇
二
二
年
度
事
業
報

告
」
と
第
二
号
議
案
の
「
二
〇
二
二
年
度
一

般
会
計
決
算
報
告
」
及
び
「
会
計
監
査
報
告
」

は
一
括
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
は
榎
本
和
江
副
会
長
（
事
務
局

長
）、
一
般
会
計
決
算
報
告
は
村
田
由
美
理
事

（
会
計
担
当
）、
会
計
監
査
報
告
は
鈴
木
ゑ
み

（
大
正
琴
連
盟
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
報
告

が
行
わ
れ
、
各
々
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
号
議
案
の
「
役
員
名
簿
」
は
大
内
輝

雄
会
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

　
第
四
号
議
案
の
「
二
〇
二
三
年
度
事
業
計

画
（
案
）」
と
第
五
号
議
案
の
「
二
〇
二
三
年

度
一
般
会
計
予
算
（
案
）」
は
一
括
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
事
業
計
画
（
案
）
は
榎
本
和
江
副
会
長
（
事

務
局
長
）、
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
村
田
由

美
理
事
（
会
計
担
当
）
か
ら
説
明
が
行
わ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
の
中
で
市
民
文
化
祭
の
一
般
参
加
者

の
受
付
方
法
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま
し
た

が
、
総
会
の
審
議
事
項
に
あ
た
ら
な
い
た
め
、

事
業
計
画
（
案
）
十
五
の
カ
ッ
コ
内
事
項
は
、

削
除
し
ま
し
た
。

　
粕
谷
和
子
副
会
長
が
参
加
者
へ
の
謝
辞
を

述
べ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
な
お
、
当

日
の
参
加
状
況
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
理
事
・
評
議
員
総
数
　
九
一
名

　
　
　
出
席
者
数
　
　
　
　
　
七
二
名

　
　
　
委
任
状
提
出
者
数
　
　
十
三
名
　

　
　
　
当
日
欠
席
者
数
　
　
　
　
六
名

　
第
五
十
七
回
調
布
市
文
化
協
会
の
定
期
総

会
が
去
る
四
月
二
十
七
日
（
木
）
に
調
布
市

文
化
会
館
た
づ
く
り
大
会
議
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た

　
総
会
は
榎
本
和
江
副
会
長
（
事
務
局
長
）

の
司
会
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
大
内

輝
雄
会
長
が
挨
拶
、
次
い
で
田
中
健
調
布
市

副
市
長
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
市
民
文

化
祭
に
約
二
万
八
千
人
、
駅
前
広
場
の
市
民

フ
ェ
ス
タ
に
も
多
く
の
方
の
来
場
が
あ
り
、

市
民
の
交
流
が
十
分
に
図
ら
れ
た
こ
と
は
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
会
長
以
下
の
役
員
の
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。」
と
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
林
市
之
調
布
市
議
会

議
長
よ
り
「
市
民
文
化
祭
や
実
技
講
座
、
生

涯
学
習
講
座
等
の
芸
術
文
化
活
動
の
実
践
は

市
民
の
五
感
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

に
更
に
期
待
を
い
た
し
ま
す
。」
と
の
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
議
長
に
山
野
裕
理
事
（
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
会
）
が
指
名
さ
れ
、
平
野
美
樹
理
事
が
出

　
　

     

第
57
回

　定
期
総
会

調
布
市
文
化
協
会

　
　
　
　
令
和
五
年
度
役
員

［
会
長
］

	

大
内
　
輝
雄
（
民
謡
連
盟
）

［
副
会
長
］

	

粕
谷
　
和
子
（
書
道
連
盟
）

	

榎
本
　
和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

［
事
務
局
長
］︹
兼
務
︺

	

榎
本
　
和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

		［
会
計
］

	

村
田
　
由
美
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

	

井
上
　
正
昭
（
民
謡
連
盟
）

［
庶
務
］

	

平
野
　
美
樹
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

	

峯
岸
　
　
誠
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

	

黒
岩
　
慧
美
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

	

富
田
　
雅
美
（
洋
舞
協
会
）

［
会
計
監
査
］

	

鈴
木
　
ゑ
み
（
大
正
琴
連
盟
）

	

浅
野
　
修
一
（
い
け
ば
な
連
盟
）

ー	

第
六
十
八
回

		

　
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会	

ー

　　
第
六
十
八
回
市
民
文
化
祭
に
向
け
て
の
実

行
委
員
会
が
五
月
十
二
日
（
金
）
及
び
七
月

七
日
（
金
）
に
そ
れ
ぞ
れ
調
布
市
文
化
会
館

た
づ
く
り
大
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

	

第
一
回
実
行
委
員
会
で
は
大
内
輝
雄
実
行
委

員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
主
催
者
を
代
表
し
て

（
公
財
）
調
布
市
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
振
興

財
団
宇
津
木
光
次
郎
常
務
理
事
よ
り
「
コ
ロ

ナ
禍
の
制
約
の
中
で
創
意
工
夫
さ
れ
た
文
化

祭
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
予
断
は
許
さ

れ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
充
実
し
た
文

化
祭
と
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。」
と

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
榎
本
和
江
副
実
行
委
員
長
の
司
会

の
下
で
参
加
団
体
数
や
運
営
予
算
案
、
開
催

日
程
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
左
記
の
よ
う
に
概

要
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
期
間

　
10
月
12
日
（
木
）
～
11
月
12
日
（
日
）

今
年
の
テ
ー
マ

︱
誰
も
が
笑
顔

　
　
　
　
　
こ
こ
か
ら
広
が
る
文
化
の
輪—

開
会
式

　
10
月
12
日
（
木
）
午
後
６
時
よ
り

　
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
く
す
の
き
ホ
ー
ル

文
化
フ
ェ
ス
タ

　
加
盟
団
体
の
実
技
コ
ー
ナ
ー
や
舞
台
発
表
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ

ブ
の
発
表
・
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
10
月
14
日
（
土
）
～
10
月
15
日
（
日
）

　
市
役
所
前
庭

地
域
文
化
祭
（
地
域
単
位
で
開
催
し
ま
す
）

　
開
催
期
間
　

　
10
月
28
日
（
土
）
～
11
月
5
日
（
日
）

　
　
　
※
10
月
30
日
（
月
）
は
休
館

　
　
会
場
　
東
部
・
西
部
・
北
部
各
公
民
館
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調
布
市
長
と
文
化
協
会
理
事

が
一
堂
に
会
し
て
、
調
布
の
文

化
に
つ
い
て
語
り
会
う
会
は
コ

ロ
ナ
禍
で
三
年
間
中
止
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
六
月
三
十
日
（
金
）
た
づ
く

り
十
階
の
学
習
室
に
於
い
て
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
長

友
貴
樹
市
長
と
文
化
協
会
理
事

三
十
五
名
が
出
席
し
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
大
内
輝
雄
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
ま
ず
囲
碁
連
盟
や

大
正
琴
連
盟
か
ら
実
技
講
座
な

ど
を
通
し
て
市
内
に
住
む
外
国

の
方
が
参
加
し
、
国
際
交
流
の

場
と
な
っ
た
、
言
葉
の
壁
は
あ

る
も
の
の
こ
れ
ら
の
機
会
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
将
来
に
つ
な

が
る
文
化
の
発
展
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
受
け
て
の
意
見

交
換
で
は
、
民
謡
舞
踊
好
友
会

か
ら
古
く
か
ら
民
間
で
行
わ
れ

て
い
る
伝
統
的
な
盆
踊
り
の
復

活
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ
、
市

長
の
考
え
る
賑
わ
い
と
交
流
の

あ
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て
出
席

者
と
熱
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
本
格
化
や
コ
ロ
ナ
禍
後
の

木
島
平
村
と
の
交
流
会
の
在
り

方
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
意
見
や
思
い

も
披
歴
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
か
ら

は
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ

ク
州
と
の
交
流
と
い

う
国
際
的
な
視
野
で

の
実
践
報
告
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
発

な
実
践
や
意
見
を
受

け
て
長
友
貴
樹
市
長

は
、
自
ら
の
海
外
生

活
の
中
で
言
葉
の
壁

に
ぶ
つ
か
り
苦
労
を

し
た
経
験
を
披
歴
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
街
が
よ
り
一
層
便
利

に
な
る
時
に
こ
そ
、
心
の
安
ら

ぎ
や
自
然
の
潤
い
が
大
切
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
政
六
十
周
年
で

は
「
豊
か
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
宣

言
」
を
文
化
協
会
と
と
も
に
発

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
七
十
周
年
で
は
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
、

規
模
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う

強
い
意
欲
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
書
道
連
盟
創
立
二
十
周
年
の
年
、

名な

ご

や
児
耶	

明あ
き
ら

先
生
を
お
迎
え
し
て

の
文
化
講
座
が
、
令
和
五
年
六

月
二
十
一
日
映
像
シ
ア
タ
ー
で

八
十
九
名
の
お
申
込
み
を
戴
き

実
施
致
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
書
道
史
・
文
学
の
伝

来
を
出
土
品
で
確
認
し
な
が
ら
、

ス
ラ
イ
ド
画
像
を
使
っ
て
の
分

か
り
易
い
説
明
で
進
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
盛
り
上

が
っ
た
の
は
二
千
円
札
の
話
で

す
。
か
た
か
な
を
除
い
て
一
枚

の
中
に
全
て
の
書
体
が
入
っ
て

い
る
と
い
う
⋮
。

　
出
席
者
の
方
々
か
ら
は
、
楽

し
か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
頂
き
、

主
催
・
運
営
者
と
し
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

　
　
調
布
市
長
と
語
る
文
化
懇
談
会

 

名
児
耶 

明
氏
に
よ
る
書
の
見
方
、
楽
し
み
方

調
布
市
書
道
連
盟
理
事
長
　
小
川 

み
よ
子
　

文 化 講座す
。
か
た
か
な
を
除
い
て
一
枚

　
出
席
者
の
方
々
か
ら
は
、
楽

し
か
っ
た
と
い
う
言
葉
を
頂
き
、

主
催
・
運
営
者
と
し
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
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梅
雨
近
し
を
思
わ
せ
る
や
や
肌
寒
い

中
を
三
々
五
々
市
役
所
裏
の
駐
車
場
に

参
加
者
が
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。
平
成

三
十
一
年
五
月
の
静
岡
県
伊
豆
市
と
の

交
流
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
途
絶
え

て
い
た
研
修
交
流
事
業
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。。

五
月
二
十
八
日（
日
）午
前
七
時
三
十
分
、

バ
ス
は
定
時
で
出
発
し
ま
し
た
。

　
目
的
地
は
草
津
温
泉
で
知
ら
れ
る
群

馬
県
草
津
町
（
面
積
四
十
九
，
七
㎢
、

人
口
六
〇
四
三
人
）
で
す
。
調
布
市
か

ら
は
大
内
輝
雄
会
長
以
下
二
十
三
名
（
八

団
体
）
に
吉
野
友
喜
氏
（
生
活
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
）
も
同
行
さ
れ
ま
し
た
。

往
路
は
「
竹

久
夢
二
伊
香

保
記
念
館
」

と
「
道
の
駅

　
八
ッ
場
ふ

る
さ
と
館
」

を
見
学
し
、

研
修
を
深
め

ま
し
た
。

「
竹
久
夢
二

伊
香
保
記
念

館
」
で
は
大

正
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
る
美
人

子
化
の
影
響
を
課
題
と

し
、
ご
自
身
が
関
わ
ら
れ

て
い
る
「
前
口
獅
子
舞
保

存
会
」
を
例
示
し
て
、
青

年
層
か
ら
小
中
学
生
に
対

象
を
広
げ
て
活
動
を
し

て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
の
自
己
紹
介

後
、
草
津
町
か
ら
宮
﨑
副

会
長
、
調
布
市
か
ら
榎
本

副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
と
活
動
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
草
津
町
文
化
協

会
は
先
述
の
「
前
口
獅
子

舞
保
存
会
」
な
ど
二
十
七
の
個
別
の
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
点
は
加
盟
団
体
が
複
数
の
団
体
・

サ
ー
ク
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
調
布
市

文
化
協
会
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
次
い
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
草
津

町
と
調
布
市
か
ら
参
加
し
た
各
団
体
の

状
況
や
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
活
発

に
事
例
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
調
布
よ

り
新
入
会
員
の
定
着
を
図
る
た
め
に
初

心
者
向
け
の
指
導
法
の
工
夫
や
発
表
会

で
使
用
す
る
楽
器
を
リ
ー
ス
に
し
て
個

人
の
物
理
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

画
や
子
供
絵
な
ど
膨
大
な

作
品
と
繊
細
な
音
色
の
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
オ
ル
ゴ
ー
ル

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
昼
食

後
は
「
道
の
駅
　
八
ッ
場

ふ
る
さ
と
館
」
に
向
か
い

ま
し
た
。「
八
ッ
場
ダ
ム
」

は
利
根
川
下
流
部
へ
の
洪

水
調
節
や
群
馬
県
に
よ
る

発
電
な
ど
、
治
水
・
利
水

を
目
的
と
し
た
ダ
ム
で
計

画
か
ら
六
十
二
年
後
の
令

和
二
年
に
完
成
し
ま
し

た
。
駐
車
場
か
ら
数
分
で

不
動
橋
に
で
ま
す
。
湖
面
か
ら
は
約
百

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
、
は
る
か
彼
方
に
ダ

ム
の
堰
堤
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
後
、
二
十
分
足
ら
ず
で
宿
舎
の
草

津
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。
到
着
後
、

ホ
テ
ル
併
設
の
「
片
岡
鶴
太
郎
美
術
館
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
翌
二
十
九
日
（
月
）
は
前
日
と
は
打
っ

て
変
わ
っ
て
強
い
雨
降
り
で
し
た
。

　
研
修
交
流
会
は
「
草
津
町
公
民
館
」

で
行
わ
れ
、
榎
本
副
会
長
の
司
会
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
草
津
町
文
化
協
会
会

長
中
澤
篤
夫
さ
ん
は
満
面
の
笑
み
を
湛

え
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
会
員
の
高
齢
化
と
併
せ
て
少

草
津
町
か
ら
伝
統
芸
能
を
根
付
か
せ
、

継
承
さ
せ
る
た
め
の
地
域
へ
の
働
き
か
け

や
幼
稚
園
・
学
校
と
の
連
携
な
ど
示
唆
に

富
ん
だ
内
容
も
あ
り
ま
し
た
。
調
布
市
奇

術
協
会
か
ら
奇
術
の
披
露
、
草
津
町
か
ら

草
津
小
唄
の
手
ほ
ど
き
を
頂
く
な
ど
和
や

か
な
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
激
し
い
降
雨
の
た
め
鎌
原

観
音
堂
の
見
学
を
省
略
し
、
午
後
五
時
前

に
無
事
調
布
に
戻
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
事
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
様

そ
し
て
日
程
の
立
案
や
宿
泊
施
設
、
現
地

の
関
係
機
関
等
と
の
交
渉
等
に
当
た
ら
れ

た
関
係
の
皆
様
に
紙
面
を
借
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

四
年
ぶ
り
に
再
開
　

　
　
草
津
町
文
化
協
会
と
の
研
修
交
流
会

し
上
げ
ま
す
。

ポ
ー
ツ
部
）
も
同
行
さ
れ
ま
し
た
。

往
路
は
「
竹

久
夢
二
伊
香

保
記
念
館
」

と
「
道
の
駅

　
八
ッ
場
ふ

る
さ
と
館
」

を
見
学
し
、

研
修
を
深
め

ま
し
た
。

「
竹
久
夢
二

伊
香
保
記
念

館
」
で
は
大

正
ロ
マ
ン
あ

ふ
れ
る
美
人
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早
朝
六
時
三
十
分
予
定
通
り
、
参
加

者
二
十
一
名
（
五
団
体
）
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
乗
せ
て
目
的
地
、
北
信
濃
木
島

平
村
に
向
っ
て
出
発
致
し
ま
し
た
。
途

中
さ
わ
や
か
な
緑
多
い
山
間
部
を
快
走

し
、
さ
し
た
る
渋
滞
も
な
く
無
事
予
定

の
十
二
時
前
に
パ
ノ
ラ
マ
ラ
ン
ド
木
島

平
に
到
着
致
し
ま
し
た
。

　
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
の
役
員
の

方
々
の
お
出
迎
え
を
頂
き
ま
し
た
が
、

四
年
ぶ
り
な
の
で
、
懐
か
し
い
方
々
も

少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
芸
文

協
と
の
交
流
会
、
地
元
グ
ル
ー
プ
音
楽

バ
ン
ド
の
「
調
布
市
歌
演
奏
と
合
唱
」、

調
布
市
文
化
協
会
の
「
木
島
平
村
歌
の

合
唱
」
と
エ
ー
ル
の
交
換
に
始
ま
り
、

文
化
協
会
の「
尺
八
演
奏
」「
マ
ジ
ッ
ク
」

「
日
本
舞
踊
」
等
々
の
ご
披
露
が
行
わ

れ
、
最
後
は
木
島
平
村
の
無
形
民
俗
文

化
財
、
か
ら
す
踊
り
保
存
会
の
会
員
先

導
に
よ
る
「
か
ら
す
踊
り
」
の
輪
舞
で

終
了
。
今
年
の
「
夏
ま
つ
り
」
は
木
島

平
村
よ
り
の
「
ご
案
内
と
依
頼
」
文
に

も
あ
る
様
に
、
以
前
と
は
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
会
場
が
以
前
の
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
か
ら
、け
や
き
の
森
公
園
に
変
更
。

食
品
関
係
を
中
心
と
し
た
屋
台
十
二
店

が
並
ん
だ
事
。
色
々
な
設
備
は
ミ
ス
ト

の
散
布
に
至
る
ま
で
配
慮
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
盆
踊
り
の
櫓
は
奥
の
ほ
う
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
屋

台
の
前
は
多
く
の
人
が
列
を
な
し
て

い
ま
し
た
が
踊
り
の
ほ
う
は
調
布
市

か
ら
の
参
加
者
の
揃
い
の
浴
衣
が
目

立
ち
ま
し
た
。
時
代
の
変
化
は
盆
踊

り
「
か
ら
す
踊
り
保
存
会
」
の
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
す
る
も
の

か
ら
見
て
楽
し
む
も
の
に
変
わ
っ
て

行
く
の
で
し
ょ
う
か
？

　
特
筆
事
項
と
し
て
、
会
員
は
じ
め

役
員
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
対
応
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
台

風
七
号
の
接
近
に
よ
り
天
候
が
非
常

に
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
往
路
、
開

催
場
所
共
に
天
候
に
恵
ま
れ
、
復
路

途
中
豪
雨
に
あ
い
ま
し
た
が
調
布
で

は
止
ん
で
い
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
度
（
第
三
十
三
回
）

　
　
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
と
の
交
流
に
参
加
し
て

奇
術
協
会
　
岳
野
　
勝
治
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
で

中
止
と
な
っ
て
い
た
文
化
協
会
の
交
流

事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
草
津
町
、

木
島
平
村
と
の
交
流
の
様
子
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
巻
頭
は
対
談

と
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
広
島
や
開
式
待
つ
間
の
蟬
し
ぐ
れ
　

　（
峯
岸
　
誠
）

　
今
年
前
半
の
文
化
協
会
の
活
動
を
お

届
け
し
ま
す
。

　「
楽
し
い
、
読
み
た
い
！
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
多
く
の
ご
意
見
を
も
と
に

試
行
錯
誤
し
、な
ん
と
か
完
成
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

引
き
続
き
魅
力
的
な
内
容
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
富
田
　
雅
美
）

●  

編
集
後
記  

●

　第
二
十
七
回

　生
涯
学
習
講
演
会

　

　豊
饒
の
文
学

　源
氏
物
語

　
　
　
　
　―
光
源
氏
の
本
性
―

　
本
年
度
の
生
涯
学
習
講
演
会
を
左

記
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
詳
細
は
市

報
や
文
化
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

演
題	

豊
饒
の
文
学
　
源
氏
物
語
　	

	

︱
　
光
源
氏
の
本
性
　
︱

講
師	

伊い
と
う藤

　
好よ
し
ひ
で英
氏

略
歴	

一
九
四
八
年
生

	

慶
應
義
塾
大
学
修
士
課
程
、	

	

高
麗
大
学
校
博
士
課
程
修
了	

	

博
士
（
文
学
）

	

元
慶
應
義
塾
高
等
学
校
教
諭

	

藝
能
学
会
会
長

著
書
　	『
折
口
学
が
読
み
解
く
韓
国
芸
能
』	

	

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、		

	

二
〇
〇
六
年
）、

	

『
折
口
信
夫	

民
俗
学
の
場
所
』

	

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）、

	

『
明
解	

源
氏
物
語
五
十
四
帖
』

	

（
池
田
彌
三
郎
と
共
著
、淡
交
社
、

	

二
〇
〇
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

日
時
　
令
和
六
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）

	

午
後
六
時	

～	

午
後
七
時
五
十
分

　
　
　（
開
場
　
午
後
五
時
三
十
分
）

会
場	

調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り	

	

八
階
　
映
像
シ
ア
タ
ー

対
象
　
一
般
市
民
お
よ
び

	
調
布
市
文
化
協
会
理
事

主
催	

調
布
市
文
化
協
会

後
援	

調
布
市

	

（
公
財
）
調
布
市

	

文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
財
団

事業名 実施団体 回
数 時間実施日 実施場所

皆んなで楽しく
踊りましょう

王冠で奏でよう

Dance Dance Dance！！
~ モダンバレエ＆ダンスで楽
しく身体を動かそう★

調布市
民謡舞踊好友会

調布市演劇協会

調布洋舞協会

2

2

2

10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 16:00

　夜　間

15:00 ～ 16:15

10月  3日（火）
10月10日（火）

2024年　2月25日（日）

3月  2日（土）

3月26日（火）
3月27日（水）

百日紅、花水木

グリーンホール
小ホール

グリーンホール
小ホール

202３年度後期　調布市文化協会　実技講座・文化講座実施予定 


